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論文内容の要旨
本論文は電界電子放出陰極の表面原子移動と形状変化に関する研究をまとめたものであり、 6 章か
らなっている。
第 1 章緒論にわいては電界電子顕微鏡 (F EM) が開発されて以来、超高真空技術の進歩と相イ突っ
て物質の表面現象の研究に有力な装置となっているので、これを用いてタングステン単結品定面の原
子・移動状況に関して基礎的に明らかにするだけでなく、この現象を利用する陰極を高電子放出密度の
電子源として利用する上において究明せねばならない問題点を指摘して、本研究の目的と位置とを確
江させている。
第 2 章陰極形状の電子顕微鏡的観察にむいては、陰極表面の仕事関数、像の解釈および、放出電子
流の安定性の問題などに必要な形状因子に含まれる曲率半径を電子顕微鏡写真より実測することによ
って、その形状因子を実験的に確かめている。なお、 FEM清浄面の像および、隆起 (buildup) 面
の像に対するそれぞれの陰極形状を対応させることによって、像と陰極形状との関係を明らかにして
いる。
第 3 章陰極の加熱による形状変化にむいては、電子顕微鏡による連続的観察により、陰極の加熱に
よる形状変化の基本的な問題を明らかにするとともに、陰極としての安定な形状を確かめることがで
きた。さらに陰極の鈍化過程による長さの変化の割合は出rring の理論式と一致するだけでなく、陰
極の形状変化過程においてその先端部にネックの生じる条件を明らかにすることができた。
第 4 章および第 5 章において陰極のbuild-up 機構を取扱っている。
陰極の加熱と同時に高い電界を加えると、陰極の表面原子が移動するので、その表面原子移動のた
めの活性化エネルギーを特に電子放出密度の高い (111 )面および、 (130) 面に選定して測定した。
実験結果によると、これらの面における表面原子移動の活性化エネルギーは酸素を吸着させた場合
が清浄表面のときよりも低くなることを確かめるとともに、外部電界の影響は陰極表面で移動する原
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子に分極を誘起するので、この分極作用による束ばくエネルギー (binding energy) 、即ち補正しな
ければならない活性エネルギーも低くなることを確かめている。 さらに酸素ガス圧の変化によって
build-up 機構がどのように変化するかを明らかにするとともに、 酸素ガス圧が比較的低い場合は
build-up が前後二回にわたって起こることを確めて、そのおのおのの機構を検討している。
最後の第 6 章結論においては、第 2 、 3 章の陰極の形状に関する部分と、第 4 、 5 章の陰極表面の
結品に関する部分とを総括して結論を出している。
論文の審査結果の要旨
本研究は電界電子放出型陰極の形状を電子顕微鏡的に観察することによって、陰極表面の仕事函数、
わよび放出電子流の安定性の問題等に必要な形状因子を実験的に確かめ、さらにその陰極表面の電子
像とその形状とを対応させて研究することによって、それらの閣の関係を明らかにしている。特に陰
極の加熱による形状変化過程を電子顕微鏡によって連続的に観察し、その形状変化の基本的な問題を
明らかにするとともに、陰極としての安定な形状を実際的見地から評価している。
また陰極のbuild-up 機構においては、電子放出密度の高い (111 )面および、(130) 面を選定して、
これらの面における表面原子移動の基礎的な問題を明かにするとともに、電子源として応用する場合
に必要な問題点を明らかにしている。
これらの結果、タングステン単結品の表面現象の問題だけでなく、電子源として応用する kにおい
ても重要な基礎的知見を与えたものであって、電子工学的に貢献するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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